
令和６年度 第３回 宇治市乳幼児教育・保育推進協議会 

保幼こ小連携専門部会 

  

日時：令和６年１２月１０日（火） 

午後２時３０分から 

                        場所：宇治市生涯学習センター 

２階 一般研修室 

 

 

＜次第＞ 

 

 

１ 開会 

 

 

２ 検討（連携・交流事業の事例紹介・グループワーク） 

 

 

３ その他連絡事項 

 

 

４ 閉会 



２．検討（連携・交流事業の事例紹介・グループワーク） 

 

（１）保幼こ小連携に関する国の動向 

 令和４年 「幼保小の架け橋プログラム」の取組を推進 

子供に関わる大人が立場を越えて連携し、架け橋期（義務教育開

始前後の 5 歳児から小学校 1年生の 2年間）にふさわしい主体的・

対話的で深い学びの実現を図り、一人一人の多様性に配慮した上で

全ての子供に学びや生活の基盤を育むことを目指すもの 

令和 4 年度から 3 か年程度を念頭に、全国的な架け橋期の教育の

充実とともに、モデル地域における実践を並行して集中的に推進 

 

令和６年 子ども・子育て支援制度における小学校接続加算の見直し 

   既存の取組に加え「小学校と協働した架け橋期のカリキュラムを 

編成・実施していること」が加算要件に追加 

  １０月 今後の幼児教育の教育課程、指導、評価等の在り方に関する有識者 

検討会 最終報告 

 

 

（２）事例紹介 

  ア．小倉双葉園保育所－小倉小学校の交流事例 

 

  イ．東宇治幼稚園－南部小学校の交流事例 

 

 

（３）グループワーク テーマ 

  ア．事例を見て感じたこと 

     取り入れていきたい点、より良い交流に向けた視点 など 

 

イ．令和５・６年度の取組を踏まえた保幼こ小連携の変化について 

  （主な取組） 

・Ｒ５～ 保幼こ小連携に関する研修を強化 

・Ｒ６  小学校区を基礎としたグルーピング（架け橋ブロック）を設定 

    →・就学前施設から見て、小学校側の保幼こ小連携に対する意識に変化は 

感じられるか 

     ・連携しやすい環境となってきているか 

・今後に向けて、改善が必要な点は何か など 

 

ウ．保幼こ小連携事業を行うにあたり 

どのような視点を大切にして事業を行うと良いか 

  ・就学前の子どもに対しての視点 

      ・小学校の子どもに対しての視点 
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